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その他のタイトル <Articles>“Jiazhongguohui” : Folk beliefs in



































































林熔華や許大l~ 光、 Freedman らによる中国の宗族組織や祖先崇持に関する研究の基礎の上に、
JordanとWolfは、中国の民衆信仰の中にネIjJ・鬼・祖先という3つの鼎立するモデルを描き出して





1941、LiWei-tsu 1948、練永齢 1941 : 26-31Jや、五顕・五通といった「イ曲家j信仰[山民












ト教文化における「巡礼Jの研究 [Turner 1974、Turnerand Turner 1978J を踏襲した、
Sangrenの研究 [Sangren 1987: 50-92Jが挙げられる。これは、中国の民衆信仰が、近隣


































2005 : ]、呉効群 2006 : ]66-]68J、「紅箱官」と呼ばれる娯楽や冗談、閉弄が現れることもある
(金助 32、38)0そればかりか、村l霊の名のもとに、豊満な体を着飾り、性的魅力にあふれた女
性が男性を誘惑して情を通わせたり、男性が女性の胸に触れることを古とするといった、いわ
ゆる「未婚の男女による情の交わりJの状態さえもが出現するのである[顧希佳 1991 : 180-182、
Broadwin 1999: 95-96J。
本論は、梨区でおこなわれる|家中過会Jの民俗誌的研究をとおして、筆者が以前華北地方









とえば山東省巨野の「郷宗子J[王秀純 2003 : 6-7、18Jや、広東省梅什|の「走天家jにおいて、
人々が家の中でおこなう「排好事J[徐脊鷹 2006 : 99・108]など、中国の郷村に古くから伝わる
「家中過会」は長江の南北にわたって感んにおこなわれてき t~o しかし、これまでに中国の民衆


























































j靭宇についての記述[侍振倫 1930、中国農村慣行調査刊行会 1985 : 42-44、152J と同様に、
老人たちの記憶によれば、 20世紀前半の梨区の内外ほとんどすべてに、大小さまざまな「老母
胸J. rl期?任期」 ・I三官!靭J. r真武廟J. r玉皇廟J. r五道廟」といった村・落レベルの






が、「行棚」ゃ f座制iJと呼ばれるものである o 1900年代の半ば以前、天候のょいときや、環境
の条件が許すときなどに、人々は蒼岩山へ向かう途中で「神棚jを建てて「会jをおこなうこ
















には、教会が建てられた O カトリックは政府によって認可され、 i!J!JJ支化された宗教であり、こ
のために、カトリックは梨区において家庭単位で縦方向に伝えられるにとどまり[麻国慶




































し、これに特別な意味が付されるようになったのである[岳永逸 2004a : 26J 0 
1990年代の初めから、実地調査を重んじる研究者たちは次々と梨区へと赴き、梨区の廟会、と
りわけ龍牌会に対する調査-研究が盛んにおこなわれるようになった[たとえば、陶立璃 1996、
王斯福 1997、陶冶 1999、劉鉄梁 2000、高丙中 2004、2006、越旭東 2003:160-212、2006、









意味 [Liu 2000: 35-51 Jを分析したり、日ごとに増す家屋空間のプライベート化[悶雲刻
2003Jに注目したりする中にあって、中国の民家は実際にはネlt霊たちの宿る場であるという基本
的な事実に関心を寄せる研究も少なくない [Poand Johnson 1992、Knapp 1999Jo平原に位置
することから、現在の梨区の村落における民家は規格が統ーされており、いずれの場合も「半






























































































のことを指している O すなわち、これは一般的な意味合いにおける「神媒J. 1霊媒J. 1亙





























たちの中には、自分は「イ1根 (vocation)J (素質)をもっていたのだと語る者がいる O すなわち、
彼らは自らが「四大流派Jとの聞に親族的なつながりをもっ、もしくは自分自身が「仙家jた







































たから D だから、その人が言うことを信じたの O それで、神霊の前に灯す常夜灯を点ける













げられている o Wardは、次のように指摘する D すなわち、 J!f:;依とは精神的な緊張や圧迫を解消












あるといえる [Ward 1980J 0 その後、 Lewisはシャーマンの霊魂による態依について、次のよ
うに指摘している O すなわち、 Wardのいう儀礼的惣依は、「人が霊魂をJ!f:;依させるJ(a spirit 
possessed by a person) という性格をもつのであり、これは「霊魂が人にJ~依する J (a person pos・
sessed by a spirit) という性格とは区別されるべきものであるのだ、と O シャーマンは、教化の過
程を経た後に、法悦の境地に入り、判!と人との問を自由に行ったり来たりすることができるよ
うになる O 反対に、 l 霊魂が人に惣依する j 性格をもっタイプの態依においては、 Jli~依を受ける
者自身の霊魂が、外在する霊魂に統制lされるのであり、これはWardがいうところの辺縁的な態



























いて「菩薩がかり」と呼ばれる精神の異常状態を経験しているという[禦則元 2001 : 76J。ま
た、生前、|挟西省北部の検林波羅鎮で、名を.!弛せたシャーマンである宮武は、|霊魂が人に惣依す
る j タイプから「人が霊魂を !!I~依させる j タイプへと変化するプロセスを、より典型的に経験















































味するのである[李!被祖 1941 120-122、194B: 76・77J。
ほかの事例を見てみよう O 北平の郊外に住む、西洋医学者のライフヒストリーからは、彼が
同じ村落で暮らす「香頭J、すなわち亙術で病を治す医者に対して、軽蔑の気持ちを抱いていた






















こうした病気を、村人たちは「虚病」あるいは「邪病」と呼んでいる [Bernard 1966: 257-259、
君主照元 2001 : 78、Kang 20旬、 2005: 102-105、DuBois 2005: 66-70、Chau 2006: 55J 0 ここ











な状況も含まれる o (2)金銭運:ここには、商売と関係のあるものも、ないものも含まれる o (3) 
時運。 (4)その年の運勢や、上半期・下半期ごとの運勢。 (5)婚期。 (6)家庭に関わること:た
-87-
とえば、夫婦問の争いごとや離婚についてなど。 (7)若者の職探し。 (8)受験。 (9)裁判:これ
には、監獄に入れられた人の釈放を求めることなども含まれる o (10)人と人との関係。 (ll)疾
病。(12)役人の出世運。(13)子宝について。(14)尋ね人と探し物についてo (15)昇進や転職




目に分類している O すなわち、(1)寿命の長さ。 (2)一生のうちに出遭う可能性のある災難(殺









































































































また全体的な「社会的事実J(social fact) [Ourkheim (1982) 1999]でもある。さらにこれは、
順調に、安穏に、調和のとれた発達した生活を送りたいという梨区の「行好的jたちの「理念

















































































とさえもあるのである [Hsu 1983: 8J 0 
彼はここからさらに一歩進んで、次のように主張する O すなわち、人類の行動における宗
教 .A術・科学の関係性について論じるときには、それを人類の行動を決定する主な要因、す
なわち特定の社会組織と文化モデル (particularsocial organizations and patterns of culture)に関連













おける[多判l信仰.~ゃ f多ネI11崇拝j といったものを創造的に整合した産物J であり、「民間宗教






「全:fljlJ とは、 fYjらかに異なる意味をもつばかりでなく、 1つの家庭においても、「全神」はそれ
ぞれの成員に対して、はっきりと異なる意味をもつものなのである O
中国人の宗教観とインド人の宗教観を比較するなかで、 Roberts，Chiaoと Pandeyは[個人の万
千I1J (personal pantheon) と「有意義な神たちJ(meaningful god set) という2つの概念を提起してい




Chiao& Pandey 1975: 122-123J 0 一般的な「行好的」たちの家の「神馬」に描かれた「神々j
は、「人の身体に怨依することJができない神たちであり、人々は、祖先から伝えられてきたも
のだからとか、生活における一種の習慣的な行為だから、という理由でそれらの「神々」を祭っ






いる or五花壇」というものである or神馬jの上には、 9列ものネIj1が描かれている O それぞれの
-94-
列の主な「神々」を上から}IRに挙げてみよう o (1)無生聖母、 (2)老君、 (3)如来仏、 (4)I薬
王」、 (5)I班珍(発疹)J . r 1良光」 ・ 「三皇姑J. Uli王J(へその緒を切る神) ・ 「送
生~摘~雨 J 、 (6) I送子母」、 (7)I関爺」、 (8)I青仙」 ・ 「三イIDJ . I合イIJiJ . I高官lJ ・ 「京
イIDJ . I花イIDJ、(9)I大聖」 ・ 「龍仙J. ，-白仙」 ・ [長イIJJ ・ 「胡11iJなどである。 (8) と
(9)の「仙家Jについて、範!暁は2003年7月26日に、筆者に対してこう語っている。すなわち、




上から下へ、左から右へと列記してみよう。(1)I宏|湯老祖J. ，-虫イ1J . ，一安天老祖J. I五
将」 ・ 「孫大聖」、 (2)r白祖J. I金制jJ ・ 「白爺J. r胡司令J. r大王j、(3)，-大王」
「青口J. I薬王J. I北斗J. ，-二師父J. I二師父J(骨で造ったもの)、 (4)I五師父J
「聞古海」 ・ 「胡秀戴J. I七師父J. I秀英」、 (5)，秀蛾J. I青LJ . r俊イIlJJ ・ 「鳳
仙J. I七師父」、 (6)I董師父J. I小金重J. I間違 I~~J . r七祖J. I秋球」、 (7)I鳳
英」 ・ [鳳姐」 ・ 「紅大仙J. I白イ1J、(8)r五個仙姑」、 (9)r天地君親om十方万笠真宰JoD 
村に住む陰照が祭る「全村リの中にも、 9列に及ぶ「ネ1¥1々」が存在するものの、彼女は上から下
へ順に並ぶ主神についてしか思い出せないようであった O 彼女が記憶している「神々Jとは、




































































































































































































r神l々 Jの霊験 r香道的」の失敗=r判i々 」の霊験笠験あらたかな「神々J 霊
験あらたかでない「ネ1々jニ霊験あらたかな「キ1々Jl= (fキIj々 J/ r香道的J)が霊験あ
らたかであること





















































































































中)~会J が最も集中しておこなわれる時期である O 筆者が主に調査している 10ヶ所の「家中過会」























2 Il~神 庭の入口上 1本
3 火や1
門上アーチの南
2本側の壁 2 2 2 2 
4 南海 門上アーチの雨 2本例lの壁中央 5 5 5 5 
5 ゴニi也 目隠しの壁の下 1本
机と長方形の腰掛けを赤
中庭の井戸の東 し、布で覆い、 「会j のJOI




7 天地 ち西側の部屋の 5本 5 5 5 5 f.~t を入れた盆を供える。
入口東
北側の母屋のう


























3本 5 5 5 5 置かれた供物台
の南の壁



































































































































































































いえる D こうしたことを踏まえて、「朝山進香J. r行香走会J. r:i1s1会J. ril1J靭」といった
現地で用いられている表現に目を向けてみると、これらの表現には、中国の民衆信仰における
生活的な趣向や、戯虐性、ゲーム感覚といったもの、人々が能動的に|世界を把握しようとする
精神といったものが潜んでいることがみてとれるだろう o r村IJ あるいは|イ!lIJ というのは、 I~::l
国の人々の生活の中に存在し、力をもち、また高いところに構えていながら、それでも決して
この上ないほどの高みに構えているわけではない存在である。さらに、それらは、人々によっ







































































の2つのプロジェクトを遂行する中で得られた成果である O ここに記して、御礼申しあげる O
2) 1主孔詔も、より公平で適切な指摘をおこなっており、その著作の中で、中国国内におけるこ
うした放棄には、政治の異変などの客観的な影響が多くみられるという[庄孔溜 2004 : 3、
2006 : 17J 0 
3) これについては、 f破除迷信全書J[李乾沈編 1924J という本の白録を見ても、その一部を
知ることができる。目録に記載されているのは、次のようなものである O すなわち、「風
水J . r卜盤J . r看相J . r垂象J . r成仏」 ・ 「成イ1J . r妖祥J . r左道J . r邪説j
(これには、人物・時候・器物・地域・その他の「邪説jが含まれる) ・「多神J(ここには、




















が広まる|祭にみられる、 1つの普遍的な特徴である o 1西省張庖鎮でカトリックが伝えられて
いったときにも、こうした傾向がみられたという[劉志軍 2007 : 155J 0 





でも、類似した報告が出されている [Chau 2006: 51、劉志軍 2007 : 1l9-133J 0 
9)今日、梨区の「行好的」たちが家で配っている神霊の配置は、 1930年代のものと基本的には
同様である o r民図案~.;jjH'fç誌j 第4巻の『風土考・家庭神祇j では、「新河県の各家庭において、
("{Mt教jや凶|孜由来の宗教を信仰する家を除いてほとんどすべての家庭で、多種にわたる神の
像や絵といったものが杷られ、作1I禽』も置かれている C こうした神の中には、『天地人皇J
(俗称天地爺J) ・ 『釈迦牟尼J(俗称イム爺j) ・ 『南海菩薩J . r関羽J(俗称 r関
爺j) ・f財布1.1 (ここには、「路財判IJ . r場n~守IjJJ • 日山家jといったものが含まれる)
[門ネ中I. r宅やIJ ・f倉ネ11. . r篭ネIJ ・f牛馬王j . r地蔵王J . r青龍El虎jといった







れる O なお、 j青草月期の公文書の中に記載される「村1がかり jと、その意味については、庄徳














14) インフォーマントは敬在、インタピュアーは岳永逸である O なお、このインタビューは、
2002年7月11日に梨区の敬庄の家でおこなわれた O










のである [Feuchtwang 1974] 0 彼はこのほかに、ある種の霊媒の家にある「神高」が、儀礼
的実践の中心となる場合にも、上述のような発展がみられることがあると述べている
















[陶思炎 1998 : 26-27J 0 





あるにhau 2006: 56J 0 








小さな差異がみられる O しかし、その基本的な意義というのは同様で、ある O たとえば、「龍!神
会Jにおける「願懸け掃堂Jの際に唱えられる経文というのは、次のようなものである。「仏

























がらも闘いに負けたのだということを人々が宣言すると、そこで「孫 '~ilï 父j は段光に対して、
自分たちの「家中過会jへ参加してくれるよう招待するのだった口
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